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別紙： 
「海の森づくり」シンポジウム開催ならび現地見学会 実施プログラム 

 
日 時：２００８年６月１２日（木）１３時～１７時（予定） 

シンポジウム会場：東京国際交流館 プラザ平成 メディアホール  

最寄駅：東京臨海新交通「ゆりかもめ」 船の科学館駅下車 東口より徒歩５分 

定 員：１００名 （現地見学会については希望者のみ） 

 

＜実施プログラム＞ （予定） 

 

13 時～    主催者挨拶        日本経済団体連合会 自然保護協議会事務局 

 

13 時 5 分～ 「海の森づくり」と「緑の東京募金」について  

                          緑の東京募金実行委員会事務局 

 

13 時 20 分～ 森づくりと企業が果たす役割 

              日本経済団体連合会自然保護協議会 会長 大久保尚武氏 

 

13 時 30 分～ 基調講演「海を活かし、森をつくり、人を育てる 

－海の森づくり構想－」 

                   東京農工大学農学部大学院教授 福嶋司氏 

       ＜プロフィール＞ 

1947 年生まれ。広島大学大学院博士課程修了。理学博士。専門は植物生態学（植物社

会学）。元東京都自然環境保全審議会委員。東京都港湾審議委員会の海の森（仮称）部

会長として、海の森づくり構想をとりまとめる。 

 

14 時 15 分～ パネルディスカッション 

「多様な主体の参加による海の森づくり実現を目指して」 

 

＜パネラー１＞渋澤寿一氏（ＮＰＯ法人樹木・環境ネットワーク協会理事長） 

1952 年東京都生まれ。JICA 専門家としてパラグアイに駐在。帰国後、循環型都市「ハ

ウステンボス」の役員として企画から運営段階まで携る。以後、各地のＮＰＯと森づ

くり、地域づくり、人づくりの活動を実践中。（財）「水と緑の惑星保全機構」理事。 

 

＜パネラー２＞木村尚氏（ＮＰＯ法人海辺つくり研究会理事・事務局長） 

        1956 年横浜市生まれ。東京湾の水辺環境の調査を行うとともに、東京湾のアマモ場の再

生に数多くの市民と共に取り組む。国土交通省「環境創造具体化方策検討委員」、横浜市

「横浜港長期ビジョン検討委員会」委員等を務める。 

 

＜パネラー３＞福嶋司氏（東京農工大学農学部大学院教授） 

 

15 時 30 分～ 「海の森」現地見学会（バスで移動：東京都職員による案内） 

① 中央防波堤内側埋立地の高台から、全貌を見学 

② 平成８年全国植樹祭地の見学 

 

16 時 30 分～ 市民ボランティアによる苗木づくりの現場を見学（辰巳緑道公園内） 

17 時     有楽町線「辰巳駅」で解散 
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返 信 票 

 
    日本経団連自然保護協議会  新堀 行 
  FAX：（０３）５２５５－６３６７ 
  kncf@keidanren.or.jp 
 

海の森づくりシンポジウム開催ならびに現地見学会 
 

６月６日（金）までにご返信ください。 
 

        
    １．日 時：  ２００７年６月１２日（木）  
 
    ２．場 所：  東京国際交流館 ブラザ平成 メディアホール 
            中央防波堤内側埋立地（海の森予定地）他 

 
      ■シンポジウム 

ご 参 加 
 

不 参 加 
  

      ■現地見学会  
ご 参 加 

 
不 参 加 

 
 
   貴社／団体名：        
 
 
   役職／ご所属名：  
 
 
   ご 芳 名 ：       
 
 
   T E L ：                  F A X ：      
 
出欠連絡票にてお預かりした個人情報については、当会の個人情報保護管理規程等に基

づき、安全かつ、適正に管理させていただきます。 
 
 

 

                                以 上 




